
 

 

 

   

 

 
四半期決算補足説明資料作成の有無  ：  無 
四半期決算説明会開催の有無        ：  無 
  

 

   

 

 
  

 
(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、平成22年３月期第３四半期純損失及び平成23年３月期第

３四半期純損失が計上されているため記載しておりません。 
    

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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1. 平成23年３月期第３四半期の業績(平成22年４月１日～平成22年12月31日)

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第３四半期 204 91.8 △511 ― △541 ― △542 ―

22年３月期第３四半期 106 △96.0 △316 ― △353 ― △373 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第３四半期 △4,097 20 ―

22年３月期第３四半期 △5,465 47 ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第３四半期 1,955 211 8.7 1,178 79

22年３月期 2,071 108 4.9 1,444 93

(参考) 自己資本 23年３月期第３四半期 169百万円 22年３月期 101百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

23年３月期 ― 0 00 ―

23年３月期(予想) 0 00 0 00

3. 平成23年３月期の業績予想(平成22年４月１日～平成23年３月31日)

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,800 ― 150 ― 100 ― 100 ― 738 92



  
  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数(普通株式) 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ですが、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

す。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信(添付資料)３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他(詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。)

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年３月期３Ｑ 144,305株 22年３月期 70,705株

② 期末自己株式数 23年３月期３Ｑ 302株 22年３月期 302株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年３月期３Ｑ 132,495株 22年３月期３Ｑ 68,274株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、中国を中心とした新興国の経済成長や景気対策等を背

景に、一部業種での輸出増加や需要回復による企業業績の緩やかな回復が見られるものの、長引く厳し

い雇用・所得環境による個人消費の低迷は続き、また、外国為替相場は依然として高い水準にあるなど

予断を許さない状況が続いています。 

当社が属する不動産業界におきましては、政府による経済対策や低水準で推移している住宅ローン金

利等の影響により住宅需要は底堅く推移しているものの、貸事務所の稼働率低下・賃料下落、収益物件

については低価格物件を中心に他社との競争は依然として厳しい状況にあります。 

このような状況下、当社は、不動産が持つそれぞれの特性と市場環境を踏まえ、販売用不動産の仕入

活動、売買仲介事業、及びプロパティマネジメント事業の強化に取り組んでまいりました。 

この結果、当第３四半期累計期間において、前事業年度より保有している販売用不動産について

472,929千円のたな卸資産評価損を計上したものの、区分所有物件及び戸建用地の取得や建物管理につ

いて６件の新規受託に至るなど回復基調が見られました。 

これらにより、当第３四半期累計期間の売上高は204,868千円(前年同四半期比91.8％増)、営業損失

は511,313千円(前年同四半期は営業損失316,744千円)、経常損失は541,680千円(前年同四半期は経常損

失353,855千円)、四半期純損失は542,858千円(前年同四半期は四半期純損失373,149千円)となりまし

た。 

  

当第３四半期会計期間末の資産につきましては、流動資産は前事業年度末に比べ112,099千円減少

し1,926,871千円となりました。これは主として２物件及び区分所有物件６件を取得したものの、前

事業年度より保有している物件についてたな卸資産評価損を計上したこと等により販売用不動産が

161,389千円減少したことによるものです。固定資産は前事業年度末に比べ3,553千円減少し28,748千

円となりました。この結果、資産合計は前事業年度末に比べ115,653千円減少し1,955,620千円となり

ました。 

負債につきましては、流動負債は前事業年度末に比べ624,287千円増加し1,744,437千円となりまし

た。これは主として未払金が137,553千円減少したものの、返済期限が１年以内に到来する長期借入

金828,000千円を固定負債から流動負債に振り替えたことによるものです。この結果、負債合計は前

事業年度末に比べ218,712千円減少し1,744,437千円となりました。 

純資産につきましては、前事業年度末に比べ103,059千円増加し211,183千円となりました。これは

主として四半期純損失542,858千円を計上したものの、第三者割当による新株式の発行及び新株予約

権の発行について642,975千円の払込があったことによるものです。 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報

①  資産、負債及び純資産状況
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当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)の残高は、前事業年度

末に比べ11,998千円増加し222,313千円となりました。 

また、当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。 

営業活動に使用した資金は522,349千円(前年同四半期は326,824千円の使用)となりました。これは

主として税引前四半期純損失541,165千円を計上したことによるものです。 

投資活動に使用した資金は32,235千円(前年同四半期は26,408千円の獲得)となりました。これは主

として定期預金32,000千円を預け入れたことによるものです。 

財務活動の結果得られた資金は566,583千円(前年同四半期は763千円の獲得)となりました。これは

主として長期借入金のうち123,000千円返済したものの、第三者割当による新株式の発行及び新株予

約権の発行について636,660千円の収入があったことによるものです。 

  

現時点における平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22年11月10日付「平成23年３月期第

２四半期累計期間業績予想との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表した業績予想

から変更はございません。 

  

②  キャッシュ・フローの状況

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

(3) 業績予想に関する定性的情報
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①  簡便な会計処理 

たな卸資産の評価方法 

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

②  四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

①  会計処理基準に関する事項の変更 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号  平成20年

３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成

20年３月31日)を適用しております。 

これにより、当第３四半期累計期間の営業損失及び経常損失はそれぞれ484千円、税引前四半期

純損失は969千円増加しております。 

  

②  表示方法の変更 

(四半期損益計算書関係) 

前第３四半期累計期間において、営業外費用の「支払手数料」を区分掲記しておりましたが、営

業外費用総額の100分の20を下回ったため、当第３四半期累計期間では営業外費用の「その他」に

含めることとしております。なお、当第３四半期累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる

「支払手数料」は48千円であります。 

  

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係) 

前第３四半期累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「支払手数料」を区

分掲記しておりましたが、重要性が減少したため、当第３四半期累計期間では「営業活動によるキ

ャッシュ・フロー」の「その他」に含めることとしております。なお、当第３四半期累計期間の

「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「支払手数料」は48千円でありま

す。 

また、前第３四半期累計期間において、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「手数料の支

払額」を区分掲記しておりましたが、重要性が減少したため、当第３四半期累計期間では「財務活

動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めることとしております。なお、当第３四半期累

計期間の「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「手数料の支払額」は48

千円であります。 

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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当社は、平成21年３月期以降継続して重要な営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、当第３四

半期累計期間においても販売用不動産について評価損472,929千円を計上したことにより営業損失

511,313千円、経常損失541,680千円及び四半期純損失542,858千円を計上しております。資金面におい

ては、株式及び新株予約権の発行による収入が636,660千円あったこと等により現金及び現金同等物は

11,998千円増加しましたが、営業キャッシュ・フローについては522,349千円のマイナスとなっており

ます。 

また、不動産売買取引が低調に推移している事業環境等の影響により、今後返済期限を迎える借入金

の担保設定対象となっている販売用不動産の売却が、予定どおりに進まない場合や計画から大きく下回

る価格にて売却せざるを得ない場合には、資金繰りが著しく悪化する可能性があります。 

このような状況から、当社には継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が依然と

して存在しております。 

当社は、当該状況を早期に解消すべく、以下の施策に取り組んでおります。 

  

①  借入金返済条件変更の協議 

今後返済期限を迎える借入金については、担保設定対象となっている販売用不動産を売却する際

に、資金回収額が当該借入金額を下回り、全額返済に充ててもなお不足金額が発生する可能性や、不

動産売買取引が低調に推移している影響等により、販売用不動産の売却が予定どおりに進まず返済期

限の延長が必要となる可能性があるため、取引金融機関と緊密な関係を維持し、返済条件の変更等に

向けて引き続き協議を進めてまいります。 

  

②  収益力の強化 

当社が取り組んでおります不動産再生事業において、増資資金を活用して収益不動産の仕入れ、再

生に特化するとともに、不動産売買仲介、プロパティマネジメント事業等によるフィービジネスの強

化に加え、安定した収益基盤を構築するため収益構造の多角化を図り収益力の強化に取り組んでまい

ります。 

  

③  新株予約権の行使による資金調達 

不動産再生事業の進捗状況、規模、取組条件等によって支出額は異なりますが、資金需要が増加す

る場合に備えて平成22年５月14日に発行した新株予約権の行使によって更に資金を調達する予定であ

ります。また、新株予約権の行使については市場価格の状況にもよりますが、行使時期については割

当先と協議を進めてまいります。 

  

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 262,313 218,315

売掛金 6,871 577

販売用不動産 1,645,717 1,807,107

その他 11,968 12,970

流動資産合計 1,926,871 2,038,971

固定資産   

有形固定資産 8,388 10,200

無形固定資産 3,632 4,640

投資その他の資産 16,727 17,462

固定資産合計 28,748 32,302

資産合計 1,955,620 2,071,273

負債の部   

流動負債   

短期借入金 53,000 －

1年内返済予定の長期借入金 1,610,000 890,000

未払法人税等 2,714 2,685

賞与引当金 1,788 5,084

その他 76,934 222,380

流動負債合計 1,744,437 1,120,149

固定負債   

長期借入金 － 843,000

固定負債合計 － 843,000

負債合計 1,744,437 1,963,149

純資産の部   

株主資本   

資本金 930,497 625,057

資本剰余金 700,497 395,057

利益剰余金 △1,458,769 △915,911

自己株式 △2,476 △2,476

株主資本合計 169,749 101,727

新株予約権 41,433 6,396

純資産合計 211,183 108,124

負債純資産合計 1,955,620 2,071,273
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(2) 四半期損益計算書 
【第３四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 106,813 204,868

売上原価 206,820 528,756

売上総損失（△） △100,007 △323,888

販売費及び一般管理費 216,736 187,424

営業損失（△） △316,744 △511,313

営業外収益   

受取利息 130 69

受取保険金 106 －

未払配当金除斥益 － 571

その他 4 24

営業外収益合計 242 665

営業外費用   

支払利息 24,339 22,490

借入手数料 8 1,558

支払手数料 11,000 －

株式交付費 902 6,315

その他 1,103 668

営業外費用合計 37,353 31,033

経常損失（△） △353,855 △541,680

特別損失   

固定資産除却損 14,063 －

特別退職金 4,266 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 484

特別損失合計 18,329 484

税引前四半期純損失（△） △372,184 △542,165

法人税、住民税及び事業税 1,425 692

法人税等還付税額 △460 －

法人税等合計 964 692

四半期純損失（△） △373,149 △542,858
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △372,184 △542,165

減価償却費 3,992 2,819

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,540 △3,295

株式報酬費用 3,105 2,941

受取利息 △130 △69

支払利息 24,339 22,490

支払手数料 11,000 －

株式交付費 902 6,315

固定資産除却損 7,482 －

売上債権の増減額（△は増加） 15,213 △6,294

前渡金の増減額（△は増加） 892 －

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,282 161,389

前受金の増減額（△は減少） 590 104

その他の資産の増減額（△は増加） △1,878 △729

その他の負債の増減額（△は減少） 21,591 △144,864

その他 － 1,018

小計 △304,906 △500,340

利息の受取額 97 80

利息の支払額 △22,006 △21,341

法人税等の支払額 △9 △748

営業活動によるキャッシュ・フロー △326,824 △522,349

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △5,418 －

定期預金の預入による支出 △8,000 △32,000

出資金の回収による収入 30 －

差入保証金の差入による支出 － △500

差入保証金の回収による収入 300 300

敷金の回収による収入 55,729 －

敷金の差入による支出 △16,231 △35

投資活動によるキャッシュ・フロー 26,408 △32,235

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 53,000

長期借入金の返済による支出 △65,000 △123,000

株式の発行による収入 76,962 604,564

新株予約権の発行による収入 － 32,095

手数料の支払額 △11,000 －

配当金の支払額 △198 △28

その他 － △48

財務活動によるキャッシュ・フロー 763 566,583
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △299,652 11,998

現金及び現金同等物の期首残高 588,357 210,315

現金及び現金同等物の四半期末残高 288,705 222,313
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当第３四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

当社は、平成21年３月期以降継続して重要な営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し、当第３

四半期累計期間においても販売用不動産について評価損472,929千円を計上したことにより営業損失

511,313千円、経常損失541,680千円及び四半期純損失542,858千円を計上しております。資金面にお

いては、株式及び新株予約権の発行による収入が636,660千円あったこと等により現金及び現金同等

物は11,998千円増加しましたが、営業キャッシュ・フローについては522,349千円のマイナスとなっ

ております。 

また、不動産売買取引が低調に推移している事業環境等の影響により、今後返済期限を迎える借入

金の担保設定対象となっている販売用不動産の売却が、予定どおりに進まない場合や計画から大きく

下回る価格にて売却せざるを得ない場合には、資金繰りが著しく悪化する可能性があります。 

このような状況から、当社には継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が依然

として存在しております。 

当社は、当該状況を早期に解消すべく、以下の施策に取り組んでおります。 

  

①  借入金返済条件変更の協議 

今後返済期限を迎える借入金については、担保設定対象となっている販売用不動産を売却する際

に、資金回収額が当該借入金額を下回り、全額返済に充ててもなお不足金額が発生する可能性や、

不動産売買取引が低調に推移している影響等により、販売用不動産の売却が予定どおりに進まず返

済期限の延長が必要となる可能性があるため、取引金融機関と緊密な関係を維持し、返済条件の変

更等に向けて引き続き協議を進めてまいります。 

  

②  収益力の強化 

当社が取り組んでおります不動産再生事業において、増資資金を活用して収益不動産の仕入れ、

再生に特化するとともに、不動産売買仲介、プロパティマネジメント事業等によるフィービジネス

の強化に加え、安定した収益基盤を構築するため収益構造の多角化を図り収益力の強化に取り組ん

でまいります。 

  

③  新株予約権の行使による資金調達 

不動産再生事業の進捗状況、規模、取組条件等によって支出額は異なりますが、資金需要が増加

する場合に備えて平成22年５月14日に発行した新株予約権の行使によって更に資金を調達する予定

であります。また、新株予約権の行使については市場価格の状況にもよりますが、行使時期につい

ては割当先と協議を進めてまいります。 

  

しかしながら、現時点においては、借入金の返済条件の変更等についても金融機関と引き続き協議

を進めている途上であり、また計画した販売用不動産の取得や、計画した価格での販売用不動産の売

却が不動産市況の低迷等により予定どおりに進まない可能性があることから、継続企業の前提に関す

る重要な不確実性が認められます。 

なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確

実性の影響を四半期財務諸表に反映しておりません。 

(4) 継続企業の前提に関する注記
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当第３四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

当社は、平成22年５月14日付で、株式会社ＡＳＯから第三者割当増資の払込みを受けました。この

結果、当第３四半期累計期間において、資本金が305,440千円、資本準備金が305,440千円増加し、当

第３四半期会計期間末において資本金が930,497千円、資本剰余金が700,497千円となっております。

  

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

― 11 ―

㈱イントランス(3237)　平成23年３月期　第３四半期決算短信(非連結)


	四短13.3Q(ｻﾏﾘｰ･目次･定性)110208
	四短13.3Q(FS)110131
	四短13.3Q(注記)110203



